
SAJ
公益財団法人School Aid Japan コミュニケーション誌

2020.8 月号
Vol.24
サバーイは「幸福」を意味するクメール語です

20年目始動！！
SAJ全体会議（リモート）

今回 ZOOMでの会議を初めて行いました。
本部、孤児院、SAJFarm、プノンペン事務所の幹部メンバー全
員と行い、今後の SAJ の今後の方針について話し合いました。
コロナの影響で日本人スタッフが現地へ足を運び調査をする
ことは難しいため、どのような方法で今までの業務をしていく
のかを考えました。そして更に強い SAJ にしていくためには
全員が協力し、一人ひとりが更に自立をしていくことが重要だ
と改めて確認をしました。
今後も月に 1 度定期的に全体会議を行い、スピード感のある
情報共有をしていきたいと思います。
また、個別でも ZOOMで会議を行い、それぞれで助け合いな
がら活動をしています。これからはより回数を増やして、カン
ボジアとの距離感を縮めていくように努めて参ります。



会費・寄附金のお振込み

三井住友銀行：蒲田支店（普）4353626   口座名：公益財団法人 School Aid Japan
※郵便局払込用紙をご希望の方はSAJ事務局までご連絡ください。
※領収書をお送りいたしますので、初めてお振込みされる際は送付先のご住所をEメールまたは電話にてご連絡ください。

インターネットでの寄附が、
便利になりました。

こちらから

SAJのホームページから寄附していただく
ことができます。寄附の種類も選べます。
https://ssl.schoolaidjapan.or.jp/kifu/

寄附金の優遇税制

皆様からの会費・寄附は「1円残らず現地に届ける」ことを基本方針として活動しています。

会員会費（年額）1口   12,000 円
法人会費（年額）1口 120,000 円

●学校建設寄附 (1) 一口寄附（一口 100,000 円）、(2) 一棟寄附　●ふれあいサポートプラン（一口 12,000 円から）　
●食の支援寄附（金額自由）　●孤児院運営寄附（金額自由）　●孤児院運営会費（12,000 円 / 月） 
●孤児院里親会費（12,000 円 / 月）  ●奨学金寄附（金額自由）　●学校運営寄附（バングラデシュ）（金額自由）

指定寄附一般寄附 （使い道を指定する寄附）

2020 年度活動方針

用途は指定しないで
金額も自由な寄附

SAJは内閣総理大臣の認定を受けた公
益財団法人です。そのため、会費や寄
附金は、税制上の優遇処置を受けるこ
とができます。詳しくはお問い合わせ
ください。

会費

詳細は SAJ 事務局までお問い合わせください。

今回は特別に、支援者様から頂いた寄附でどのような活動にを行っていくのかご紹介いたします！

　郵便局：00140-5-345903

学校建設事業

孤児院運営事業
現在日本人スタッフを中心とした日本語授業が行われており、
子供たちは日本語検定5級（N5）の取得を目指し日々勉強をし
ています。また、ARS(提携送り出し機関)と連携し、N5を取得
した子供たちが卒園後、技能実習・特定技能としての来日する
サポートを行っていきます。
ARS:エーアールエス株式会社   https://arscambodia.com/　

奨学金事業
現在、生活費を受領するために毎月プノンペン事務所を訪れる
ため、その際に奨学金貸与者の現況を聞いています。しかし義
務付けている成績表の提出などが実施されていないため、一年
に一度、本部の日本人スタッフとカウンセリング（現状把握、目
標設定など）を行いルールの完全実行をしていきます。

食の支援事業
お米支援は、ふれあいサポートプランと同じ学校のリストか
ら、さらに貧しくて満足に食べられない家庭を対象にし、毎月、
子ども一人当たり10kgのお米を配布します。食事は生きる力
なので、学校で一人ずつ配布したお米を小さい子が嬉しそうに
受け取り、家まで運ぶ姿は、プノンペン事務所スタッフにとっ
て一番の喜びになっています。
このお米支援はWFP（世界食糧計画）と共同事業で行ってお
り、WFPが食材を支給しSAJはWFPと各学校の間で、管理を
受託しています。
WFPは、缶詰やお米を配布する従来のやり方から、バウチャー
制度(金券制度)への移行を進めており、地元で使えるバウ
チャーを配布することで地産地消の経済効果も期待できます。
SAJとしてもWFPと連携して、バウチャー制度への移行を模
索していきます。

また、奨学金貸与者からの返済もすべて回収できていないた
め、現奨学金貸与者１８名、および卒業者・中途退学者11名
に対して「返済義務」について改めて説明をし、卒業者・中途退
学者11名については無理のない返済計画をともに考えてい
きます。

①校舎が倒壊してしまった 

主にこの 6種類に分かれます。
10 年前にはあまり一般的ではな
かった幼稚園は今、すべての子ど
もが通うようになってきており、
幼稚園の教室が圧倒的に足りない
ため、幼稚園を中心に建設してい
く予定です。

④幼稚園の教室がなく
   小学校の教室を使っている

②木造が腐食して倒壊の恐れあり ③屋根も壁もトタンで暑すぎて授業できない

⑥躯体は丈夫だが
   屋根・窓などがボロボロ

⑤教室が足りずお寺の
  倉庫で授業

カンボジアにはまだまだ建て替えや修繕、新設のニーズは多くあります。



7月現在、カンボジアでは本格的な雨季に
入り、毎日のように雨が降ってくれていま
す。農場でも雨が降り、土壌が十分に水分
を含み、レモングラスもスクスク育ってい
ます。今年は、レモングラスの生産性向上
に力を入れていきます。そこで、レモング
ラスオイルの蒸留方法を見直すことにし
ました。オイルの原料となるレモングラス
の状態はどれが適切なのか調べました。a)
乾燥し裁断したもの、b)乾燥しただけのも
の、c)生のもの、d)生の状態で根っこから

第206回理事評議委員会が 6月 30日に緊急事態宣言下により書面での開催となりました。理事評議員会の
報告

SAJ Farm SAJ ファームは、孤児院の子どもや、将来的には農業を志すカンボジアの若者に技術を習得させるための
実習場（農場）として、2010年にスタートさせた就労支援事業です。

[ 報告事項 ]
報告 1：カンボジア及びバングラデシュでのコロナ対応の報告
報告 2：2020年事業計画と収支予算の報告
報告 3：2019年度支部報告　各支部から活動計画等の報告
報告 4：その他報告事項
以上につき、青木業務執行理事より別紙資料に基づき説明がなされ、これを了承した。
[ 決議事項 ]
第１号議案　理事、監事改選に関する件
議長は、理事、代表理事　渡邉美樹が本評議員会の終結と同時に任期満了し、退任することになるので、その改選が必要
である旨を述べ、その選任方法を諮ったところ、出席評議員中から議長の指名に一任したいとの発言があり、一同これを
承認したので、下記の者を指名し、これらの者につき可否を諮ったところ、満場異議なくこれに賛成したので、
下記のとおり再選重任（新任者の場合は就任）することを可決確定した。
【重任】　　渡邉　美樹
【新任】　　清野　貴彦
第２号議案　令和元度事業報告・収支決算報告の検討と承認
議長は、令和元年度（自平成３１年４月１日　至令和元年３月３１日）における事業の状況を詳細に説明し、
下記の書類を提出して、その承認を求めたところ別段の異議なく、承認可決した。
１．貸借対照表　２．損益計算書（正味財産増減計算書）　３．貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の附属書類

レモングラスオイル調査研究 

丸ごと、の4つに分け調査しました。精油
した４種類は、今後、香り、生産高、色、など
調査し、オイル製造に適したレモングラス
の状態を見つけていきます。（農場長 酒井）

《構成メンバー》
■代表理事 : 渡邉美樹
■理事 : 鳥井親一、清水和雄、
　　　   武長彩子、高橋亮
■業務執行理事 : 青木茂雄
■評議員 : 大江光正、清水邦晃、佐藤誠、
              戸澤昌夫、大城慶正、白柳直美
■監事 : 片山進平、清野貴彦

SAJ は、すべての理事で構成され業務に
関する決定を行う理事会と最高議決機関で
ある評議員会が毎月開催されています。

第４回ジャパンSDGSsアワードに
エントリーします！（８月予定）

外務省主催のジャパンSDGSsアワードは、持続
可能な開発目標達成に向けた企業・団体などの
取り組みを促し、オールジャパンの取り組みを
推進するために、2017年6月第3回SDGs推進
本部において創設されました。
SDGs達成に資する優れた取組を行っている企
業・団体等を，SDGs推進本部として表彰する
もので，NGO・NPO，有識者，民間セクター，国
際機関等の広範な関係者が集まるSDGs推進円
卓会議構成員から成る選考委員会の意見を踏ま
えて決定されます。

SAJ の事業は SDGs の 1,2,4,10
などの実現に向けて活動しています。

持続可能な開発目標（ S D G s ）では、2030年までに、「貧困や飢餓、エネルギー、気候変動、
平和的社会など、持続可能な開発のための諸目標を達成すべく力を尽くします」とされています。

入賞できるよう
にしっかり活動

を

アピールしてい
きます。



公益財団法人 School Aid Japan　
本部 〒144-0043  東京都大田区羽田1-1-3　
TEL：03-5737-2773  
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Eメール：sajinfo@schoolaidjapan.or.jp　
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代表理事メッセージ ドンノバット

代表理事メッセージ オークンチュラーン
カンボジアの孤児院「夢追う子どもたち
の家」が社会福祉省より３年に一度の監
査を受けました。監査人より「大変すばら
しい孤児院で模範である。他の孤児院の
スタッフに視察するように勧めたいの
で、ぜひ受け入れて欲しい」という、大変
嬉しい評価を頂きました。
これも、園長をはじめ、現地職員ならびに
日本人職員が「この園は、子どもたちの幸
せのためだけにある」という理念を理解
し、しっかり守ってくれているお陰だと
心から感謝しています。そして、子どもた
ちの里親様、孤児院運営寄付をしていた
だいている皆様、洋服・文房具・医薬品・
教材・食料品などの現物をご寄附いただ
いた皆様に心より御礼申し上げます。

支援者様メッセージ
2019年12月にカンボジアSAJ Farm
様にて有機栽培されたレモングラスを原
料に、新商品を開発させて頂きました。
今回初めて参加させて頂き、孤児院、農
場、学校などを視察する上で、率直な感想
としては日本よりはるかに環境が悪い
中、一生懸命頑張っている子供達、スタッ
フの皆様の姿に強く感銘を受けました。
特に笑顔が非常に素敵で印象的でした。

これまでの実績
いただいた寄附金の累計額
（2001年度～ 2019年度）

建設した学校の合計
（2001年度～ 2019年度）

現在、SAJ の建設した
学校で授業を
受けている児童・生徒の人数
(2020 年 3月現在 )

ふれあいサポートプランで
文房具や制服を受け取った
児童数の累計
（2003年度～ 2019年度）

SAJ の建設した学校で
お米を受け取った
児童数の累計
（2006年度～ 2019年度）

SAJ の建設した学校で
朝給食を支給された
児童数の累計
（2006年度～ 2019年度）

30 億
8,223万 5,392 円

308校

96,705 人 10,527 人

117,132 人14,494 人

白金酒造株式会社　代表取締役専務  川田　庸平 様

レモングラス加工場では、一昔前の人力
による加工が行われ、使用する私達とし
ても原料に対する思いを再認識させられ
ました。
恵まれた環境で生活している私達が、普
段の生活を見直す良いきっかけとなり、
社員に原料の大切さを伝えました。貴重
な経験をさせて頂き、誠にありがとうご
ざいました。

孤児院では毎日、日報を作成しており、私
はそれに目を通しています。そして毎月、
子どもたちにビデオメッセージを伝えて
います。先月は「授業遵守事項」について
話しました。学校がコロナで休校のため、
子どもたちは朝から晩まで孤児院で勉強
三昧です。一部の教科については、塾の先
生を園に招いて授業をしてもらっていま
す。授業を受けるにあたっては、私語を慎
み、身だしなみをしっかり整え、机を前後
左右できっちり揃え、授業前に黒板を綺
麗にし、教室はゴミひとつない状態にす
る。そうやって、心も身だしなみも教室も
ピシッとしていると、勉強も頭に入るも
のです。
私たちの孤児院がカンボジアの孤児院の

モデルとなり、その取り組みがカンボジ
ア中の孤児院に広がれば、私たちの存在
対効果は飛躍的に高まります。
さらなる高みへ、より一層、精進してまい
ります。皆様の変わらぬご支援をお願い
申し上げます。

編集後記 SAJ 全体会議で全員の顔をみて会話をすることができてとてもよかったです。カンボジアにいるスタッフも
元気そうでした。コロナ禍であっても日本とカンボジアは密に連絡を取り合いたいと思います。

6月の寄附金合計     3,583,942 円 

募金箱回収ありがとうございました
※法人名、団体名は 2019年 4月現在のものです。募金箱回収してくださった方（順不同、敬称略）

今後の予定ご支援いただいた寄附
2020年

会員会費 1,640,717 円
一般寄附 286,675 円
指定寄附 1,656,550 円

（内訳）

募金箱の回収は、郵便局や銀行での振込みまたは、SAJ事務局へのご持参にて承ります。

8 月 31日
理事評議委員会
9月 28日
理事評議委員会

●ワタミ(株)本部
●ワタミ(株)外食事業部
「ミライザカ」 西友福生店
「和民」 東川口駅前店
●ワタミ手づくり厨房 東松山センター


